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社団法人　日本歯科医師会 

歯科医師の倫理綱領 
　われわれ歯科医師は、日頃

より歯科医学および歯科医療

の研鑽を通じて培った知識や

技術をもって、人々の健康の

回復と疾病の予防のために貢

献するものである。 

2011

ー表紙に寄せてー 

10月号 

もくじ 

巻頭言（常務理事　勇　励） 

臨時代議員会 

臨時総会 

理事会 

委員会だより 
（総務・厚生、地域保健、社会保険、センター・介護） 

郡市会だより 
（荒尾、上益城、人吉・球磨） 

つどい 

新入会員 

会務報告 

　10月は、運動

会シーズンです。

リレーでスター

トした瞬間の写真。

１人１人のポー

ズがおもしろく、それぞれの特徴がよく出て

います。（Ｈ.Ｋ） 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4～8 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 9・10 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11・12 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥13～17 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥18・19 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥20・21 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 22 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 23～26



���������
常務理事 � �

日本全国の個人零細商店が殆どなくなり､ コンビニへと変わってしまっています｡ 津々浦々

の地区まで大資本が入り系列化され､ 純粋な個人事業主が非常に少なくなってきています｡

果たして歯科業界はどうなるのでしょうか｡ 今は歯科医師１人の経営の形態が大部分です

が､ 経営の状態は二極化が極端になってきています｡ 昨今の保険点数の配分においても訪問

診療関係に重点配分され､ 歯科医師１人では算定しにくい状況が続いています｡ そのような

事を含めると､ 厚労省の方針は､ まるで ｢歯科医師１人開業は非効率である｣ と考えざるを

えません｡

これに対して､ 歯科医師会はどのような取り組みを行う必要があるのでしょうか｡ 存在意

義としては､ 会員一人の脱落者も出さない事が最も重要です｡ 現在行っているように､ 様々

な情報提供を行い会員の先生方の自己研鑽に役立てていただき､ 対外的には歯科の重要性を

啓発していくことを更に推し進めるべきです｡ ただし､ この正否は会員の先生方の協力に負

うところが大です｡ 例えば､ 高齢化社会においては訪問診療の該当者ではないが交通の便に

より通院困難な場合において送迎を行う事などです｡ 地方においてはこれを避けたなら受診

率は下がる一方です｡ 医院単体で行うには負担が大きいですが､ 知恵を出し合って解決策は

ないか等､ 近隣の会員はある意味ライバルではありますが､ より突っ込んだ協業を模索する

時期ではないかと考えます｡ 私見ではありますが､ このような経営的な協業は､ 案外公益社

団より一般社団の方がやりやすいのではと考えます｡

私自身もまだまだ独立した事業主で生き残りたいと思います｡ 是非会員の皆様方も一緒に

協力して頑張りましょう｡
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日 時 ９月17日 (土) 午後３時

場 所 熊本県歯科医師会館４階ホール

１. 開会 副会長 中嶋 敬介

２. 議事録署名人指名
奥田 洋美議員 (熊本市)

冨永 英俊議員 (玉名郡市)

３. 物故会員に対する黙祷
工藤 昭臣会員 (熊本市)

４. 浦田会長挨拶
昨年11月に熊本でも条例ができ､ そして

今年８月２日衆議院で歯科口腔保健推進法

が成立し､ ８月10日より公布施行され動い

ております｡ これは､ 与野党６名の歯科医

師である議員の先生方が､ 党派を超えて一

致団結し法律が通ったと聞いております｡

各県で条例ができ､ 国の法律ができたとい

うことで我々にとっては後押しになると思

われます｡ これをいかに進めていくかとい

うことで厚生労働省の中に､ 歯科口腔保健

推進室ができ､ 今後の問題は歯科だけの問

題ではなくいろんな職種の方により実が動

いていくような､ 省庁を越えたような展開

が必要となってくると大久保会長も言われ

ています｡ また､ 日歯の中にも検討委員会

が作られ現在人選の段階である｡ 今後我々

の役目は増えることになるが､ これを実行

法に変えて行く為にも努力していく必要が

ある｡ 法律ができた後の展開としては､ 先

日の代議員会でも大久保会長が言われてい

ましたが､ 切れ目の無い法的な健診体制を

作っていき国民の健康をしっかり把握し何

歳になっても自分の歯で食べられるような

そのための歯科医療を確立していけるよう

に進めていく｡ 今年は東日本大震災があり

ましたが､ 復興を支えるのは健康であり医

療関係は健康を支える復興の源である｡ しっ

かりした保険体制が出来ていないと復興も

ありえない､ というロジックの基に歯科界

は平成24年度の診療報酬改定を目指し進め

ていく｡ 本日は平成22年度決算も含め将来

の歯科医師会の方向性の中で公益を目指す

のか一般を目指すのか一応の採決をとらせ

て頂くという重要な議案もありますので､

最後まで宜しくお願いいたします｡

５. 平成23年度 熊本県学校保健功労表彰
熊本県教育庁体育保健課 打越博臣係長

より表彰状が授与され､ 受彰者を代表し甲

斐利博会員 (熊本市) が謝辞を行った後､

打越係長より挨拶があった｡

���������������������������
切れ目のない法的な健診体制を
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表彰者は後述

６. 平成23年度 九州地区連合歯科医師会会
員表彰
前野 正春会員 (熊本市)

７. 退職役員・代議員感謝状贈呈
浦田会長より当日出席の､ 伊藤明彦会員

と山本資晴会員に感謝状が授与された｡

８. 報告
１) 会務報告 専務理事 渡辺 賢治

２) 会計報告 常務理事 八木 義博

３) 監査報告 監 事 西野 隆一

４) 日歯代議員報告

日歯代議員 小島 博文

５) 有限会社ケイ・デー・エム・ユー報告

代表取締役 中嶋 敬介

６) その他 未入会者対策

専務理事 渡辺 賢治

９. 議事
第１号議案 平成22年度一般会計熊本県歯科

医師会会計収入支出決算 (案) の承認を求

める件

第２号議案 平成22年度特別会計収入支出決

算 (案) の承認を求める件

第３号議案 平成23年度特別会計熊本歯科衛

生士専門学院会計収入支出補正予算 (案)

の承認を求める件

第４号議案 平成23年度一般会計熊本県歯科

医師会会計収入支出補正予算 (案) の承認

を求める件

第５号議案 公益法人制度改革に伴う一般社

団法人移行への承認を求める件

以上､ 第１号議案から第５号議案まで全て承

認可決された｡

第５号議案について
質問
中村 進議員 (宇土郡市)
県が一般社団法人化し

た場合､ 各郡市に影響

がある部分についてお

聞かせ願いたい｡

執行部
任意団体､ 一般社団､ 公益社団で申請さ

れる郡市においても独立した団体となる

ため影響はない｡ 日歯､ 県歯､ 郡市の３

者構造も内閣府も了解済みで問題ないと

聞いております｡

質問
中原 正弘議員 (人吉市)

現在人吉は県歯の支

部という形ですが､ 移

行後も学校健診におい

ての契約は今まで通り

ですか？

執行部
将来的に難しくなるようであれば､ 県歯

がカバーして行くよう検討する｡

定款だけは作っていただければと思いま

す｡

第１号議案から第５号議案まで全て承認

可決された｡

事前質問
稲葉 逸郎 (熊本市)
個別指導時の録音につ

いていかがお考えです

か

執行部
録音するかしないかは､

最終的にはあくまでも個人の判断となり

ます｡

10. 協議
１) 定款変更に伴う総会制・代議員制の選択
について
質問
藤波 好文議員 (熊本市)
代議員制をとった場合

選挙の最高議決機関も

代議員会となるか？ま

た､ 各郡市が代議員を

自由に選べるのか？

執行部
予備選挙を行って候補予定者を決定し､

代議員制をとるならば最高議決機関であ

る代議員会で決定することになる｡ 規程

を作った上で各郡市におまかせする｡

11. 閉 会 副会長 宮坂 圭太

(広報 佐藤 昭彦・永廣 有伸)



熊歯会報 Ｈ.23.10

6

款 項 科 目 予算額 決算額
予算との差額

執行率 備 考
増 減

Ⅰ. 事業活動収支の部

１. 事業活動収入

1 特定資産運用収入 176,000 176,995 995 100.6%

1 特定資産運用収入 176,000 176,995 995 100.6% 基本財産積立金利息

2 会費収入 116,470,000 115,317,431 1,152,569 99.0%

1 会費収入 69,770,000 69,382,000 388,000 99.4%

2 収入割収入 44,015,000 43,312,931 702,069 98.4%

3 会館費負担金収入 2,685,000 2,622,500 62,500 97.7% 分割払77名

3 未収入金収入 408,000 377,871 30,129 92.6%

1 未収入金収入 408,000 377,871 30,129 92.6% 前年度６名分

4 入会金収入 3,960,000 3,370,000 590,000 85.1%

1 入会金収入 3,960,000 3,370,000 590,000 85.1% 分割払22名

5 補助金等収入 18,385,000 19,210,950 825,950 104.5%

1 受託金収入 10,761,000 11,310,000 549,000 105.1%

障がい児口腔ケア地域リーダー育成事業委託金
542,000円

衛生士学院補助金 250,000円
熊本市結核予防費補助金 (学生レントゲン検診)

17,000円
口腔保健センター補助金 2,315,000円
歯の衛生週間事業負担金 626,000円
8020推進事業委託金 4,150,000円
早産予防対策モデル事業委託金 2,250,000円
介護者歯科実技研修事業委託金 1,160,000円

2 助成金収入 5,000,000 5,297,250 297,250 105.9% 健康診断助成金､ 日歯会長選
挙に伴う諸経費助成金

3 日歯事業助成金収入 2,624,000 2,603,700 20,300 99.2% 都道府県事業助成金

� � �� � ����� �����������������������
収入予算額 173,091,000円 支出予算額 173,091,000円
収入決算額 181,730,525円 支出決算額 142,777,167円

次期繰越収支差額 38,953,358円

第１号議案

6 雑収入 1,249,000 1,396,033 147,033 111.8%

1 受取利息収入 460,000 476,882 16,882 103.7% 普通・定期預金利息

2 広告費収入 660,000 720,000 60,000 109.1% 熊歯会報・熊本県歯科医学大会抄録広告料

3 校舎使用料収入 1,000 0 1,000 0.0%

4 雑収入 128,000 199,151 71,151 155.6% 国民年金基金協力謝金､ 委員会販
売物､ 日学歯会費完納交付金等

7 寄付金収入 1,000 0 1,000 0.0%

1 寄付金収入 1,000 0 1,000 0.0%

8 繰入金収入 8,441,000 8,438,476 2,524 99.9%

1 他会計繰入金収入 2,441,000 2,438,476 2,524 99.9% 共済互助会計､ 収益事業会計より

2 資金調整基金繰入金 6,000,000 6,000,000 100.0% 資金調整基金会計より

事業活動収入合計 (A) 149,090,000 148,287,756 802,244 99.5%

２. 事業活動支出

1 会議費支出 7,415,000 3,760,832 3,654,168 50.7%

1 総会費支出 883,000 0 883,000 0.0%

2 理事会費支出 3,657,000 2,345,824 1,311,176 64.1% 常務理事会・理事会費関係

3 諸会議費支出 2,875,000 1,415,008 1,459,992 49.2% 郡市会長･専務理事会議･代議員会費関係

2 事業費支出 57,106,000 48,618,640 8,487,360 85.1%

1 医道高揚費支出 895,000 435,605 459,395 48.7% 古稀会員表彰､ 合同慰労会費

2 地域保健事業費支出 800,000 490,580 309,420 61.3% 笑顔ヘルＣキャンペーン関係

3 総合政策推進費支出 2,220,000 1,498,465 721,535 67.5%

8020推進財団賛助会費､ 新入会員研修会
諸規則検討臨時委員会､ 学齢期歯科保健
指導者講習会
総合政策推進プロジェクト会合関係
障がい児(者)口腔ケア地域リーダー育成事
業費等
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款 項 科 目 予算額 決算額
予算との差額

執行率 備 考
増 減

4 総務企画費支出 4,590,000 3,437,476 1,152,524 74.9%

熊本県警察歯科医会関係､ 人事制度顧問料
安心・安全歯科医療推進制度､ 歯科医療
安全委員会
21世紀プロジェクト会議､ 新公益法人設立
検討臨時委員会

5 保険対策費支出 5,286,000 4,934,488 351,512 93.4% 医療賠償保険､ 役職員業務災害保険

6 会員福祉費支出 5,830,000 5,310,210 519,790 91.1% 健康診断､医療事故･苦情処理手当､部活動補助金

7 各種委員会費支出 1,000,000 53,260 946,740 5.3% 歯の健康文化賞委員会

8 学術費支出 3,362,000 2,285,915 1,076,085 68.0% 生涯研修セミナー・熊本県歯科医学大会
各種学術講演会開催費等

9 社会保険費支出 3,903,000 3,685,774 217,226 94.4%
個別相談会・個別指導立会い・各郡
市担当者会出席旅費
保険診療ハンドブック

10 地域保健費支出 1,601,000 1,515,432 85,568 94.7% 標準的な歯科健診関係費・各郡市担当者
会開催費等

11 厚生・管理費支出 2,536,000 2,334,258 201,742 92.0%
リカバリー研修会・衛生士卒後研修会・厚生管
理講演会
シニア倶楽部・九州各県厚生担当者会関係費等

12 広報費支出 4,021,000 3,791,033 229,967 94.3% 熊歯会報・ニュースレター・歯っぴー新
聞発行・ＨＰ運営管理費関係費等

13 学校歯科費支出 1,990,000 1,895,986 94,014 95.3% 学校歯科研修会・学校歯科保健推進大会開催費等学
校歯科HP運営管理費

14 医療対策費支出 2,172,000 2,774,338 602,338 127.7%
医事処理に関する関係費､ 医療対策委員会講
演会､ 医療トラブル対策研修会､ 各郡市担当
者会開催関係費等

15 センター・介護費支出 1,010,000 881,950 128,050 87.3% 障がい児 (者) 歯科保健関係費､ 介
護支援専門員合同研修会出席旅費等

16 総務費支出 708,000 332,800 375,200 47.0% 委員会費

17 各郡市事業助成金支出 7,950,000 7,820,000 130,000 98.4% 各郡市へ配賦

18 関係団体補助助成金支出 250,000 250,000 100.0% 衛生士会へ

19 受託事業関係費支出 2,380,000 1,900,000 480,000 79.8% 歯の衛生週間事業会計

20 郵送費支出 3,321,000 2,331,770 989,230 70.2% 全会員発送分送料

21 諸支出金支出 1,281,000 659,300 621,700 51.5% 関係団体年会費､ 定期購読､ 日歯法人会費

3 管理費支出 71,878,000 64,694,049 7,183,951 90.0%

1 役員報酬支出 9,447,000 9,446,400 600 99.9% 役員20名

2 職員給料支出 19,057,000 18,043,212 1,013,788 94.7% 職員６名・臨時職員２名

3 諸給与支出 10,415,000 10,202,747 212,253 98.0% 役職等各手当・賞与

4 職員福利厚生費支出 5,204,000 4,971,744 232,256 95.5% 健康保険・厚生年金・労働保険等

5 役員旅費交通費支出 11,453,000 9,661,114 1,791,886 84.4% 各団体会議出席､ 出張旅費､ タクシー代

6 職員旅費交通費支出 1,266,000 952,358 313,642 75.2% タクシー代､ 職員出張旅費

7 需用費支出 9,135,000 6,561,642 2,573,358 71.8% 電話・切手・宅急便・インターネット使用・事
務用品・コピー使用・リース料､ その他

8 会務運営関係費支出 1,206,000 498,900 707,100 41.4% 選挙管理委員会､ 裁定審議委員会関係費
ガイドブック作成料

9 嘱託費支出 978,000 895,440 82,560 91.6% 顧問会計士・弁護士報酬等

10 渉外費支出 3,030,000 2,997,945 32,055 98.9% 各関係団体に伴う祝儀･香典･御樽･会費
その他､ 御中元・御歳暮等

11 雑支出 687,000 462,547 224,453 67.3% 新聞購読料､ ゴミ処理代等

4 維持費支出 12,739,000 10,903,023 1,835,977 85.6%

1 設備管理補修費支出 820,000 198,375 621,625 24.2% 会館設備修理代等

2 光熱水費支出 2,185,000 1,625,402 559,598 74.4% 水道・電気・電気保安

3 管理人件費支出 1,557,000 1,370,200 186,800 88.0% 保安・管理費､ エレベーター保守料

4 管理清掃費支出 1,544,000 1,543,800 200 99.9% 日常・定期清掃代

5 保険料支出 491,000 408,196 82,804 83.1% 地震・火災保険料

6 固定資産税支出 5,843,000 5,515,074 327,926 94.4%

7 維持雑費支出 299,000 241,976 57,024 80.9% マットリース料､ 剪定料等

5 繰入金支出 12,261,000 10,994,873 1,266,127 89.7%

1 繰入金支出 12,261,000 10,994,873 1,266,127 89.7%

衛生士学院会計 267,000円
口腔保健センター会計 2,541,873円
歯の衛生週間事業会計 626,000円
8020推進事業会計 4,150,000円
早産予防対策モデル事業会計

2,250,000円
介護者歯科実技研修事業会計 1,160,000円
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款 項 科 目 予算額 決算額
予算との差額

執行率 備 考
増 減

事業活動支出合計 (B) 161,399,000 138,971,417 22,427,583 86.1%

事業活動収支差額 (C) A-B -12,309,000 9,316,339 21,625,339 -75.7%�. 投資活動収支の部
１. 投資活動収入

1 繰入金収入 1,000 0 1,000 0.0%

1 入会金積立金会計繰入金収入 1,000 0 1,000 0.0%

投資活動収入合計 (D) 1,000 0 1,000 0.0%

２. 投資活動支出

1 固定資産取得支出 211,000 238,750 27,750 113.2%

1 什器備品購入支出 210,000 238,750 28,750 113.7% 講演用パソコン代､ 液晶プロジェクター

2 その他の固定資産取得支出 1,000 0 1,000 0.0%

2 特定預金支出 3,569,000 3,567,000 2,000 99.9%

1 基本財産引当預金支出 1,000 0 1,000 0.0%

2 償却資産引当預金支出 1,000,000 1,000,000 100.0% 積立金会計へ

3 役員退職引当預金支出 938,000 938,000 100.0% 積立金会計へ

4 職員退職引当預金支出 1,629,000 1,629,000 100.0% 積立金会計へ

5 入会金引当預金支出 1,000 0 1,000 0.0%

投資活動支出合計 (E) 3,780,000 3,805,750 25,750 100.6%

投資活動収支差額 (F) D-E -3,779,000 -3,805,750 26,750 100.7%�. 予備費支出 (G) 5,812,000 0 5,812,000 0.0%

当期収支差額 (H) C+F-G -21,900,000 5,510,589 27,410,589 -25.2%

前期繰越収支差額 (L) 24,000,000 33,442,769 9,442,769 139.3% 平成21年度より

次期繰越収支差額 (M) K+L 2,100,000 38,953,358 36,853,358

平成23年度 熊本県学校保健功労表彰者名簿
(順不同､ 敬称略)

氏 名 郡市名 年齢 勤 務 校 名

甲斐 利博 熊本市 69 熊本市立帯山中学校

西川 庄次 熊本市 69 熊本市立出水南小学校

千場 正昭 熊本市 67 私立熊本国府高等学校

坂口 馨 玉名郡市 63
私立
専修大学玉名高等学校

藤波 好文 熊本市 63
熊本市立
必由館高等学校

大嶋 健一 熊本市 63 熊本市立京陵中学校

伊東 泰蔵 熊本市 62
熊本市立龍田小学校
私立熊本マリスト学園高等学校
熊本市立東部中学校

遠山 啓介 熊本市 62 熊本市立長嶺中学校

牧 正仁 熊本市 62

熊本市立山本小学校
熊本市立植木中学校
熊本市立五霊中学校
熊本市立西里小学校

永野 忠 熊本市 60 熊本市立託麻中学校

氏 名 郡市名 年齢 勤 務 校 名

田上 恵 熊本市 58 熊本市立錦ヶ丘中学校

與儀 実彦 熊本市 57 熊本市立西原中学校

松本 光示 熊本市 57 熊本市立出水中学校

冨永 祐司 熊本市 56
熊本県立
熊本商業高等学校

玉置 孝信 上益城郡 55

嘉島町立嘉島西小学校
嘉島町立嘉島東小学校
嘉島町立嘉島中学校
私立鎮西高等学校

川原 雄次 八 代 55 八代市立第六中学校

岩村 公一 熊本市 54 熊本市立託麻西小学校

小田 哲也 天草郡市 53 熊本県立天草高等学校

松田 教裕 天草郡市 52 天草市立亀場小学校

松本 信久 天草郡市 51
天草市立栖本小学校
天草市立栖本中学校

八木 義博 宇土郡市 51 宇土市立鶴城中学校
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日時 平成23年９月17日 (土) 午後５時

場所 熊本県歯科医師会館 ４階ホール

１. 開会 副会長 小島 博文

２. 仮議長選出

３. 議長・副議長選出

議長 久々山芳文 (天草郡市)

副議長 荒木 靖 (菊池郡市)

４. 議事録署名人指名

井手 裕二 (熊本市)

森 義和 (宇土郡市)

５. 物故会員に対する黙祷

６. 挨拶 会長 浦田 健二

７. 報 告

会務報告 専務理事 渡辺 賢治

会計報告 常務理事 八木 義博

監査報告 監 事 西野 隆一

日歯代議員会報告

日歯代議員 小島 博文

―H23年度臨時総会―

臨時代議員会審議経過報告

代議員会議長 久々山芳文

８. 議 事

第１号議案 平成22年度会計別収入支出決算

書 (案) の承認を求める件

第２号議案 平成23年度特別会計熊本歯科衛

生士専門学院会計収入支出補正予算 (案)

の承認を求める件

第３号議案 平成23年度一般会計熊本県歯科

医師会会計収入支出補正予算 (案) の承認

を求める件

第４号議案 公益法人制度改革に伴う一般社

団法人移行への承認を求める件

以上､ 第１号議案から第４号議案まで全て

承認可決された｡

第２号議案に対する質問

菅原 洋会員 (熊本市)

学院の赤字を本会で補っ

たこともあり､ 学院が

黒字であれば一般会計

にもどしてもらい会員

のために使ってもらい

たいと思っています｡ ところで､ 学院の

賃借料支出で､ 840万がどうして60万に

なったのかお聞きしたい｡

執行部

先ほどの代議員会で可決されたことをう

けて､ 県歯は一般社団の方向で準備をす

ることになりました｡ 一般であれば､ 学

院の黒字はさほど影響はないと思われま

す｡ しかし､ 共済・年金等が公益事業と

して認められれば､ 県歯でも将来的には

公益社団法人化の可能性もあり､ その際

学院がどうなのかということがあります｡
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今後継続して検討して行くということに

なりますので､ 実績を残すため60万とい

う家賃を計上しました｡ 長期的視野に立っ

て考えさせていただきたいと思います｡

第１号議案から第４号議案まで全て承認可

決された｡

協議

その他に対する意見

菅原 洋会員 (熊本市)

①14～15年前連盟から本会へ資金を繰り

入れたことがあるが､ 法人が変わる前に

それを連盟に返還できるか｡

執行部

本会から連盟に移せるかどうかを含め検

討させていただきたいと思います｡

②前期は連盟長と本会会長とを別にした

が､ 今期は会長が兼任している､ これは

どういうことか｡

執行部

前連盟長より対外的な仕事するうえで､

本会会長と連盟長が異なるのは効率が悪

く問題があり､ 会長が兼任したほうがよ

いのではという発言がありました｡ 引き

続き連盟長をお願いしましたが､ 最終的

には兼任することになりました｡

③連盟の顧問が現在一人なのはどうして

か｡

執行部

現在の連盟顧問は日歯連盟の前会長であ

りお願いしました｡ 前県歯連盟長は､ 現

在県歯連盟評議員であるため顧問はお一

人となっています｡

④歯科衛生士専門学院に次長というポス

トができているが､ どういうことなのか｡

執行部

以前は課長がお二人おり､ 指示・命令系

統が明確化するために､ 年数と実績等を

考慮し次長職を置くことにした｡

(広報 佐藤 昭彦)

熊本日日新聞社と共同で ｢歯科に関するアンケート｣ と題して意

識調査を実施し､ その結果を広報委員会でまとめた報告書を９月15

日に会員宛に発送しております｡ 日々の診療にご活用いただければ

幸いに存じます｡

また､ 熊日のインターネットサイト ｢くまにちコム｣ 内には､ 医

療情報を集めた ｢医療QQ｣ コーナーがあり､ 歯科情報も掲載され

ています｡ ご参考ください｡

http://qq.kumanichi.com/

(広報委員会)
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開 会：中嶋副会長
挨 拶：浦田会長

朝晩は随分涼しくなりましたが､ 日中は相
変わらず暑い日が続いています｡ 体調管理に
はくれぐれもご留意ください｡ さて､ 先日臨
時代議員会・臨時総会において､ 懸案であっ
た公益法人制度改革に伴う移行形態について､
一般社団法人への移行を目指すということが
承認されました｡ 本会の方向性が決定しまし
たので､ 今後は行政への対応､ 定款諸規則の
整備など､ さらに準備を進めていく必要があ
ります｡ 10月､ 11月に向けて､ 様々な行事､
イベントが予定されていますが､ 臨時代議員
会・総会が終了したことで､ 気を緩めること
なく､ 会務を遂行していきたいと思いますの
で､ 引き続きご協力の程､ 宜しくお願い致し
ます｡

報報 告告
総 務：第６回理事会､ 第11・12回常務理

事会､ 臨時代議員会､ 臨時総会､
タウンミーティング (球磨郡)､
県医療・保健・福祉団体協議会第
２回企画委員会､ 中規模県歯科医
師会連合会会議､ 都道府県会長会
議､ 病院歯科検討会､ 県救急医療
連絡協議会､ 県総合防災訓練､ 日
歯代議員会

学 術：総義歯製作講演会
社会保険：ニューフェイス社会保険研修会
地域保健：各郡市地域保健担当者会､ 第1回

笑顔ヘルCキャンペーン打ち合わ
せ､ 子育てすくすくこども博

広 報： ｢熊歯会報｣ ９月号編集・校正､
ＮＨＫテレメッセ

学校歯科：県学校保健研究協議大会､ 県
PTA災害見舞金安全会判定審査
委員会

医療対策：医療相談苦情事例報告､ 山鹿市医
療安全管理対策研修会

セ・介護：介護者歯科実技研修会､ 県介護支
援専門員更新研修､ 障がい児 (者)
歯科口腔ケア地域リーダー育成事
業歯科健診

総務厚生：健康診断 (宇土郡市､ 山鹿市､ 阿
蘇郡市､ 水俣・芦北郡市､ 人吉市､
天草郡市､ 熊本市､ 玉名郡市)

学 院：第３・４回学院体験入学､ 学院同
窓会定例総会

国 保：第３回理事会､ 国保組合監査､ 全

協理事長・役員研修会､ 県国保連
合会理事会・通常総会

以上､ 8月19日から9月25日までの総務､ 各
委員会他の動きについて､ 浦田会長及び担当
各役員より報告がなされた｡

報報 告告そそのの２２
１. 会長報告
○日歯福祉共済制度
日歯福祉共済について､ 制度見直しに関す
るこれまでの経過報告､ 保険業法への対応に
対する日歯の見解､ 日歯年金及び福祉共済を
公的目的事業とする考え方等についての報告
がなされた｡
○ ｢社会保障・税一体改革成案｣ に関する見
解
｢社会保障・税一体改革成案｣ に関して､

消費税の段階的引き上げがある場合､ 診療報
酬の引き上げが伴わなければ損税 (控除対象
外消費税) の解消にはならない等日歯の見解
についての報告がなされた｡
○歯科医療費動向
歯科の総医療費については､ 改定率を上回
る数字になっているが､ これはパラジウム金
額の増加分が考慮されていないため､ 実質的
には改定率を下回る結果となっているとの報
告がなされた｡
○ ｢窓口負担を軽減｣ し､ ｢保険のきく治療
の範囲を拡大｣ する国民歯科医療の推進に
関する請願
北海道歯科医師会が行った請願について､
17万の署名が集まり､ 国会へ提出したが保留
となっている｡
このことについて､ 先日開催された都道府
県会長会議において､ 北海道歯科医師会より
各都道府県に対して､ 同様の請願を行ってほ
しいとの要望があった｡ また､ 日歯連盟評議
員会においては､ 日歯連盟より､ 今後都道府

９月28日 (水) 午後７時00より県歯会館 第１会議室において浦田会長他加藤理事をのぞく
全役員出席のもと議長を浦田会長､ 議事録署名人を冨屋理事､ 大林理事として第7回理事会が開
催された
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県歯科医師連盟へ趣意書を送り､ 同様の要望
を行うことを検討しているとの報告がなされ
た｡
○歯科口腔保健推進室の設置
｢歯科口腔保健の推進に関する法律｣ の公

布に伴い､ 厚生労働省内に歯科口腔保健推進
室が設置され､ 同時に日歯における検討委員
会が発足されたとの報告がなされた｡
○東日本大震災における震災地身元確認作業
協力会員､ 登録会員への感謝状
本会においては身元確認作業に協力した会
員へ感謝の意を表すために盾を贈呈したが､
日歯においては協力､ 並びに登録した会員へ
感謝状を贈呈することとなったとの報告がな
された｡
２. 退会会員
・工藤 昭臣 会員 (終身会員・熊本市)
９月４日 ご逝去
・天村 正美 会員 (勤務医会員)
９月５日付 退職のため退会
３. 表彰
・日本歯科医師会会長表彰
田代 正博 会員 (阿蘇郡市)
表彰式：第32回全国歯科保健大会
11月19日 (土) ／岐阜県
４. 関係機関・団体からの役員等の推薦依頼
・熊本県総合保健センター評議員
浦田 健二 会長
５. 共催依頼
・歯の健康ランド／新樹会
６. ｢保団連医療研究集会｣ の後援名義使用
依頼
同研究集会は全国規模の大会であり､ 熊本
県医師会も名義後援を行うということから､
本会も同様に名義後援を行う｡
７. 東日本大震災義援金募金
・愛知学院大学同窓会熊本県支部

120,000円 (８／31日歯へ送金)
８. 第６４回九州歯科医学大会への対応
役職員計11名で参加することが報告された｡
９. 熊本県庁との懇談会
10月25日 (火) 午後７時より､ 熊本県健康
福祉部長以下７名の県職員と懇談会を開催す
る｡
10. 第33回九州口腔衛生学会プログラム
開催日時：
[幹事会] 10月22日 (土) 午後６時
[総会] ：10月23日 (日) 午後９時
[大会] ：10月23日 (日) 午後９時15分
大会テーマ： ｢条例制定下のフッ化物利用

を考える｣
基調講演講師：福岡歯科大学筒井昭仁准教

授､ 鳥栖市立小学校 酒井
良子元校長

11. 委員会事業実施報告書の様式
事業実施報告書について､ 決算 (事業にか
かった費用) の項目内容を変更し､ 新様式と
するとの報告がなされた｡
12. 大久保満男日歯会長特別講演
｢大久保満男日歯会長特別講演｣
開催日時：10月８日(土)午後３時
講 師：大久保満男日歯会長､ 村上恵一

日歯専務理事､ 柳川忠廣日歯常

務理事
講演内容： ｢歯科医療の現状と未来｣

(大久保会長) 他
13. 平成23年度新入会員研修会の運営
開催日時：11月５日 (土) 午後３時～
新入会員対象者：新入会員25名中22名
14. 委員会事業企画
・センター・介護委員会 ｢介護者歯科実技研
修会｣ 開催予定日：11月３日 (木)
15. 委員会事業報告
・社会保険委員会 ｢ニューフェイス社会保
険研修会｣ 開催日：８月27日 (土) 午後４
時～６時
・地域保健委員会 ｢各郡市地域保健担当者会｣
開催日：８月20日 (土) 午後３時～６時
16. 学院北側の隣家との境界線
学院北側の境界線について､ 確認書を取り
交わした旨の報告がなされた｡ また､ 西側の
境界線についても10月上旬に協議を行うこと
となっている｡
17. 各会計８月末現況
18. 10月行事予定表
19. その他
○会議および講演会後の懇親会の負担基準
(内規) について (八木常務理事)

協協 議議
１. 新入会員の承認について (承認)
一般会員２名の入会を承認した｡
２. 熊本県体育協会からの免税募金のお願い
(承認)
例年通り免税募金を行うこととした (金額
10万円)｡
３. 笑顔ヘルＣキャンペーンの実施要領 (案)
(承認)
原案通り承認した｡
４. 旅費支給内規の一部改正 (案) (承認)
原案通り承認した｡ なお､ 施行日について
は10月１日とすることとした｡
５. 部活動補助金交付申請 (承認)
原案通り承認した｡
６. 火災見舞金の給付 (承認)
原案通り承認し､ 本会共済互助規則に基づ
き被災申請会員に火災見舞金を給付すること
とした｡ また､ 同施行細則については､ 互助
規則と整合性がない部分があるため､ 修正の
上､ 次回理事会に上程することとした｡
７. 第65回九州歯科医学大会の講演内容

(承認)
原案通り承認し､ 大会メインテーマ､ サブ
テーマを決定した｡ なお､ 抄録､ タイムスケ
ジュールについては今後の検討課題とし､ 意
見等がある場合は担当理事まで申し出ること
とした｡
８. 口腔保健センター機器購入及び助成金申
請 (承認)
申請することを承認した｡ なお､ 記載内容
の誤りについては修正し､ 再度内容を確認の
上､ 申請することとした｡
９. その他
監事講評：片山監事､ 西野監事
閉 会：宮坂副会長
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８月６日 (土) 午後２時より宮崎県歯科医

師会館において､ 平成23年度九州各県厚生担

当者会議が開催された｡ 本県より､ 総務・厚

生委員会牛島理事､ 池嶋が出席した｡ 宮崎県

歯中原則光副会長の開会の辞の後､ 宮崎県歯

重城正敏会長より挨拶があった｡ 本日の会議

が有意義なものとなり､ 各県の厚生事業の発

展につながるよう忌憚ない意見をお願いする

という内容であった｡

座長・副座長選出ののち日本歯科医師会守

田邦昭常務理事より挨拶と日歯報告があった｡

①歯科口腔保健法が８月２日に成立

②次期保険改定について

③東日本大震災について

その後､ 協議に移った｡

(１) 平成22年度各県医療管理関係事業計画

及び予算について

各県より報告

(２) 各県提出協議題について

①定年退職者の再雇用について【佐賀県】
各県各々就業規則や職員規則などに明記

あり｡ 前例のない県が多い｡

②各県における終身会員の条件変更予定に
ついて
(提案理由)
日歯により出された定款施行規則骨子案
に終身会員の条件が ｢35年以上在籍の会
員で75歳に達した会員｣ とあるので､ 大

分県でも検討したほうが良いのではない
かという意見がある｡ 各県の対応状況を
お聞かせいただきたい｡ 【大分県】

各県現在のところ現行より変更の予定は

ないとのことであった｡ ただしどの県で

も将来財政的には厳しいことはわかって

いるため動向をシミュレーションし検討

中の県もある｡

③今後の会員数の変動とそれに伴う共済制
度将来予測 (シミュレーション) につい
て
(提案理由)
新入会員の減少､ 会員の高齢化に伴い､
共済制度にも先行き不安感の声が会員か
らも出てきており､ 今後の制度のシミュ
レーションなどを含んだ将来予測を検討
されていれば､ 参考にさせていただきた
い｡ 【熊本県】

(回答)
福岡県 １周期５年で運営しており周期の

３年目から３年かけて次周期の試算を行っ

ている｡ 運営安定基金が２億円あり安定

して運営されている｡

長崎県 シミュレーションは行っていない

が新法人移行後､ 検討する予定｡

佐賀県 一般法人に移行予定である｡ 従来

の制度を継続する予定｡

大分県 シミュレーションは行っていない｡

将来公益法人を目指す場合は公益目的事

業比率にかかわってくるかと思われるた

め制度の規模縮小､ 運営自体を再考する

必要がある｡

鹿児島県 ３年前にシミュレーションをし､

長期療養見舞金の見直しを行った｡

宮崎県 シミュレーションは平成40年ま

で作成｡ 現在の掛け金､ 支給条件が続け

ば厳しいと思われる｡

④各県歯科医師会において福祉共済制度の
今後の展望について

������������ 大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害ににににににににににににににににににににににににいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかにににににににににににににににににににににににに備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備ええええええええええええええええええええええええるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
―九州各県厚生担当者会議―�� ������

本年度は宮崎県が主管
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(提案理由)
公益法人制度改革における移行にともな
い福祉共済制度に対する会員の意向や各
県歯科医師会の今後の展望をお聞かせい
ただきたい｡ 【宮崎県】

公益法人へ移行予定の県と一般法人へ移

行の県と､ 対応はさまざま｡

⑤大規模災害発生時における災害対策本部
(行政側) との連携について
宮崎県より相馬市へ歯科医師２名歯科衛

生士１名で被災地における口腔ケアを目

的として派遣されたことのプレゼンテー

ションがあった｡

被災地における口腔ケアの必要性､ 派遣

にあたっての問題点などの提示があった｡

各県､ 災害時の対応マニュアルなど､ ま

だシステム化されていない｡ 鹿児島県に

おいてはマニュアルを作成している｡

(３) 日本歯科医師会への要望及び質問につ

いて

１ 東日本大震災で被災された会員への
対応について
第３号議案 ｢東日本大震災会員に係

る本会会費､ 福祉共済負担金並びに

年金拠出金の取り扱いに関する特別

措置について｣ を参照｡

２ 公益法人改革について
公益法人制度改革に伴う､ 年金､ 共
済制度の取り扱いについてその後の
動向をお教えいただきたい｡
公益法人化を目指している｡ 年金も

共済も適応除外を堅持したい､ との

ことであった｡

様々な意見の交換があったが､ 滞りなく会

議は進行され､ 次期開催県挨拶 (鹿児島県歯

科医師会) の後宮崎県歯科医師会岩木秀文副

会長の閉会の辞をもって終了した｡

(総務・厚生 池嶋 由希)

様々な意見交換があった

報 告

本会の前野正春会員が､ 日歯の依頼により日本歯科医師会歯科医

師青色申告会全国連合会の常任理事に就任されました｡

(任期平成23年４月１日～平成25年3月31日)

ここにご報告いたします｡
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８月20日 (土) 午後３時より平成23年度各
郡市地域保健担当者会が県歯会館で開催され
た｡
この会議の主なテーマは､ ①地域保健関連
事業についての各郡市の進渉状況と要望を確
認 ②平成23年度の県歯レベルでの地域保健
関連事業の周知と協力依頼 ③地域保健委員
会で進めている ｢地域保健医療活動｣ の進渉
状況の説明であった｡
また事業報告と協議について主な内容は以
下の通りである｡
[事業報告]
(１) 歯の衛生週間事業
(２) 平成22年度・23年度の各郡市事業報告
(３) ねんりんピック健康フェア
(４) 九州口腔衛生学会
(５) 早産予防モデル事業
[協議]
(１) 標準的な成人歯科健診
昨年作成した各種帳票・パンフレットを使
用して､ 事業概要について二宮委員が説明し
た｡ 大体のマニュアルは出来上がっており､
あとは時期をみて歯科衛生士会と協働で､ ま
ずはモデル事業として実施する予定｡
(２) むし歯予防対策
むし歯予防対策事業は､ 昨年11月に制定さ
れた ｢熊本県歯及び口腔の健康づくり推進条
例｣ 及び ｢熊本県歯科保健計画｣ の理念に基
づき､ 乳幼児､ 児童生徒を対象にフッ化物を
用いたむし歯予防対策を実施する市町村に対
し､ 事業の一部を助成するものである｡ (今
後５年間､ 県１／２ 市町村１／２の負担で
実施) 現時点での市町村の意向調査では７市
町村が学校でのフッ化物洗口の実施を検討し
ている｡
条例制定を受けてフッ化物洗口について各
市町村の議会で質問される事例が発生してい
る事について､ 荒尾及び菊池からそれぞれの
地区の状況説明があった｡ 今後､ 県歯及び各
郡市間の情報共有が重要となってくる｡
(３) 8020支援事業
8020運動推進特別事業である ｢ヘル歯元気
8020支援事業｣ の一環として実施している
｢歯周病ハイリスク者支援のための医療連携｣

について､ その目的や仕組みなどや ｢糖尿病｣
を切り口とした活動について ｢熊本県糖尿病
地域連携パス (DM熊友パス)｣ との関連を
田上理事が解説した｡ 菊池郡市歯科医師会で
実施されたモデル事業については菊池の明受
専務より進捗状況についての報告があった｡
また､ ｢妊産婦｣ を切り口とした活動につい
ては､ 平成23年度も継続して天草郡市歯科医
師会でモデル事業が実施される予定であるこ
とが紹介された｡
｢糖尿病と歯周病に関する医療連携｣ をテー

マとした ｢地域保健医療活動｣ は“仕組みづ
くり”から“周知と運用”のステージに入り
つつあり､ 各郡市歯科医師会との連携が不可
欠であるが､ 各々の事情が多様であり､ その
地域特性に配慮した連携方法の模索が課題と
なっている｡
｢糖尿病と歯周病の相互受診勧奨のための

医療連携展開｣ のための県・郡市連携ツール
としての ｢県・郡市連携票｣ については､ 今
後､ 各郡市担当者とメールのやりとりの中で
活用していくことになった｡
今回､ 色々な報告や協議事項が多くて､ ボ
リュームのある会議となったが､ 大方の内容
について予定通り協議することが出来た｡
特に本委員会の基本姿勢について ｢地域つ
くり型活動と問題解決型活動｣ というプレゼ
ンを通じ各郡市担当者の理解をある程度得ら
れたように思える｡ 以上の通り､ とても有意
義な会議となったが､ 最後に渡辺専務理事の
閉会の辞で終了した｡

(地域保健 二宮 健郎)

������������ �� ���
多数の協議をこなす各委員
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８月27日 (土) 午後４時より県歯会館３階

研修室にてニューフェイス社会保険研修会が

開催された｡ この研修会は､ ｢開業後間もな

い会員 (概ね５年以内) や､ 親会員から歯科

医院を継承または継承を予定している子会員｣

を対象としており､ 今年から新たに開催され

た研修会であったが､ 当日は約60名の参加が

あった｡

浦田会長の開会の挨拶の後､ 勇常務理事よ

り ｢レセプト電子請求と審査会のあり方につ

いて｣ と題し､ レセプト電子請求のメリット､

デメリット｡ レセプト審査がどのように行わ

れ､ どのような仕組になっているのかなどの

内容で話され､ 特に後者に関しては､ 普段会

員が疑問に思っていることで､ 参加者が真剣

に聞いている姿が印象的であった｡

その後､ 社保委員３名により､

① 正しいカルテ記載について

② 正しい算定の仕方について

③ 査定・返戻の対応について

の３項目に関して講演が行われた｡

① に関しては､ カルテ記載の基本中の基

本の話ではあったが､ 改めて再確認する項目

も多く､ カルテ記載に関して確認するいい機

会となった｡ また②に関しては､ 今後の診療

に十分反映できるものであった｡ ③に関して

は､ 査定されたレセプトに対する再審査請求

の方法や実際のレセプトを使っての問題提起

など､ 非常に分かり易い内容であった｡

今回の研修会は､ 約２時間という枠であっ

たため､ それぞれの内容を十分に話すことが

できず､ また質疑応答に関しても十分な時間

を取ることができなかったが､ 内容としては

非常に充実したものであった｡ また､ 今回は

ニューフェイスを対象とした研修会であった

が､ ニューフェイス以外の会員にとっても為

になる内容であった｡

普段の診療では､ カルテ記載・算定方法な

ど忘れがちになること｡ 査定に関しては､ 今

までは ｢査定されたからしょうがない｣ と諦

めてしまっていたが､ 再審査請求にて復活す

る場合もあること｡ など､ 改めて今後の診療

に活用にできる研修会であった｡

(社会保険 隈井 隆弘)

������������ �� ���
真剣な表情の聴講者
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―ニューフェイス社会保険研修会―
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９月10日午後２時より､ 人吉市の障がい者

支援施設 ｢けやき｣ にて､ 県からの委託事業

による健診事業が行われた｡

本年度の開催場所は､ 今まで健診事業を行

なっていない地区を対象とし､ 第一回目は人

吉で行われた｡

｢けやき｣は人吉市の郊外の田園地区ののど

かな環境に立地した50床程度の入所設備と通

所施設をもつ施設で､ 健診は広々とした建物

の中の円形ドーム型の全面窓に覆われた明る

い多目的室にて行われた｡

入所者52名のうち入院されている２名を除

く49名が健診対象者で､ そのうち７名は寝た

きり状態であった｡

センター・介護委員４名､ 援助歯科医師１

名の５名と７名の歯科衛生士の協力のもと５

つのブースに分かれ､ 寝たきりの対象者はベッ

ト上で健診を行った｡

歯科衛生士によるブラッシング指導も行い､

日頃ケアをされている施設の方々は一生懸命

メモを取りながら､ 歯ブラシの当て方､ モア

ブラシ､ クルリーナブラシの使い方など学ん

だ｡

入所者は､ ご高齢の方が多く､ う蝕よりも､

歯周疾患や歯牙喪失による口腔機能低下が目

立ち､ 寝たきりの方には口腔乾燥､ 誤嚥が見

られた｡

う蝕処置や義歯を装着されている方は､ 孤

立歯牙が数本で舌で押しつぶして食べたり､

義歯が合わないまま使用されている方もいて､

地域歯科医療の関わりの重要性を考えさせら

れた｡ また口腔ケアも自立している方は少な

く､ 施設の方々の日頃の大変さを痛感した｡

健診後､ 施設の方々との話し合いの中で､

歯科健診を今まで受ける事がなかったので今

回の事業はとても有難かったと感謝の辞をい

ただき､ 地方での開催はとても意義があった

と思われる｡

訪問診療の件や施設従業員への口腔ケア指

導 (実地指導) の要望など､ 人吉地区歯科医

師会への検討課題もいただいた｡ 又､ 健診参

加者には､ 口腔機能を低下させないためにお

口や舌の体操指導など無理のない程度から始

めていただくよう提案も行った｡

次回の健診事業は９月24日天草地区 障が

い者支援施設 ｢ステップバイステップ｣ で行

われる予定である｡

(センター・介護 今藤ひとみ)

������������ �� ��地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療のののののののののののののののののののののののの重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性をををををををををををををををををををををををを再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識識― 障がい児 (者) 歯科口腔ケア地域リーダー育成事業 ―������
口腔機能低下が目立つ
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８月２日 (火) 午後７時

半より荒尾市医師会館にて
救急救命講習会が行われた｡
これは診療所内での患者

の容態急変に対する的確な
対処法の修得､ また社会的
に普及したAED (自動体

外式除細動器) の使用法の再確認を目的とし
て､ 医師会と荒尾消防署の協力で毎年講義と
実地訓練を行っている｡
今回､ 講義の中で特に印象的だったのは､
今まで救急救命の手順といえばＡ (気道確保)
Ｂ (人工呼吸) Ｃ (心臓マッサージ) Ｄ (除
細動) という流れであったのが2010年から意
識が無ければ､ AEDが準備されるまで心臓
マッサージと人工呼吸をすぐ行う指針になっ
たということである｡
すなわち迅速な心肺蘇生が救命率を高める
というコンセンサスとAEDが普及してきた
結果であろう｡
約１時間の講義の後､ マネキンとAEDデ
モ機を用い実地訓練を行った｡ やはり頭で解っ

ていても､ いざというとき迅速に且つ的確に
対応出来るためには年１回の訓練を行ってお
かなければとつくづく感じた｡
また講師の松園先生､ 西先生 (共に医師会
Dr) は東日本大震災の被災地に医療活動に
も行かれたのでそのスライドも拝見したが半
年が経過したとはいえ私たちが支援できるこ
とがまだあるのではとも思われた｡

(坂田 輝之)

荒尾

真剣に取り組む

８月26日 (金) 午後７時
より､ スタッフや家族を招

いたレクレーションが開催された｡ 以前より
上益城郡歯科医師会では､ 日頃のサポートに
感謝しようということで行っている｡ “合同”
ということで､ いつも大人数である｡ 今年も
約130人の歯科医師､ 家族､ スタッフが集まっ
た｡ 場所は恒例の､ サントリービール公園
(ビールの森) である｡ 岩本將嗣会員を中心
とする厚生の先生方により用意周到に準備さ
れており､ スムーズに会は進行した｡ 今年も､
皿をどんどん空にし､ 次から次へと肉を食べ
ている肉食グループと肉はそこそこにして､
会話を楽しんでいる草食グループに大別され
たようである｡ 又､ 各会員の好みがスタッフ
の人選に反映されているようで､ 各医院には
似たようなスタッフが揃っていることに今更
ながら気が付いたりもした｡ スタッフとワイ
ワイ食べている会員や､ 会員同志で飲んでい
る会員などそれぞれであった｡ スタッフは､

上益城 ―スタッフ､ 家族合同レクレーション―

�����������
抽選で､ 当たった景品を見せ合いっこなどし
て終始和やかな雰囲気であった｡ ２時間の時
間は､ アッという間に過ぎ､ 玉置会長の締め
の挨拶でお開きとなった｡ このような会を毎
年開催していることで､ いざという時にいろ
んな事で､ まとまった力を発揮できるものと
思われる｡ (東 正也)

会話が弾む
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８月20日 (土) 午後３時

より人吉市鍋屋本館で球磨

郡主催で ｢地方で多くの患

者様を引き付ける魅力ある

院内システムの秘密｣ との

演題で天草市開業の県歯中嶋敬介副会長を演

者にお迎えして人吉市球磨郡合同学術講演会

が人吉市と球磨郡歯科医師会員並びにスタッ

フ参加のもと開催された｡

球磨郡歯科医師会向江富士夫学術担当理事

司会のもと山村礼二専務理事の開会の辞に始

まり､ 秋山喬会長の挨拶があった｡

｢中嶋先生は県歯科医師会副会長のお立場

にあり､ 更に天草で５名の歯科医師20数名の

スタッフ12台のユニットを要す歯科医院の理

事長でもあります､ 本日はお忙しい中遠路人

吉までお運び頂き貴重な講演を賜りますが皆

様本日の講演内容をよく聴講され明日からの

診療に役立てて下さい｣ との挨拶概要であっ

た｡

講演に先立ち中嶋副会長は ｢本日の演題は

ややオーバーで本意ではないが球磨郡の先生

方のリクエストに応じました｣ と強調された｡

集患の極意？をハード面ソフト面に分け丁

寧に説明されたが内容をアトランダムに数例

挙げておく｡

・患者様の立場に立って自分の医院の設備

を改めて観察すると色んな点に気が付く

(視線が変わるとエアコン､ トイレ､ ユ

ニット等の汚れに気が付く)

・院内に､ ありがとうの言葉が溢れる良い

環境が､ 患者サイドからも心地よい｡

・問診と患者様の話は聞くではなく ｢聴く｣

を心がける｡

・患者様を紹介してくれた方には自筆のお

礼状を出す｡

・リコールのはがきより暑中見舞いクリス

マスカードの方が何かと使いやすい｡

・どんな処置も事前に料金の説明とインフォー

ムドコンセントを忘れない｡

・患者様で成人の方にはどんな方にも敬語

で対応する (認知症の老人も含めて)

・クレームを受けたらよくぞ仰って頂けた

くらいの広い気持ちで真摯に対応する｡

・クレーム時と同様､ 症状の説明治療方針

の説明も自分は患者様の味方であること

を情熱と真心で説得する｡

・オープンスペースの診療室では言葉使い

に気をつける｡ (入れ歯を入れるでなく

歯を入れると言う 等)

・自費の説明はあくまでも治療方針の選択

肢を広げる為にどんな患者様にも平等に

行う｡

最後に､ 現在は歯科開業医には厳しい時代

だが各歯科医院の持ち味を生かし各地方のオ

ンリーワンを目指す方向が好ましいと締めく

くられた｡

その後少し社保の内容にも触れられ講演は

終了した｡

梁瑞峰副会長による謝辞

山村礼二専務理事による閉会の辞､ その後

懇親会へ移行した｡

(高野 秀司)

人吉･球磨

集患の極意を熱心に聞く聴講者
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熊本県支部創立35周年記念式典祝賀会
―愛知学院大学歯学部同窓会―

創立35周年記念事業｣ として､ 記念品贈呈が

東日本大震災の義援金として､ 八木俊晃 (33

回生) から県歯小島博文副会長に委託された｡

村田和子 (21回生) ｢閉会の辞｣ で､ ｢熊本県

支部創立35周年記念式典｣ が終了した｡ 引き

続き ｢35周年記念祝賀会｣ が福田民男 (11回

生) 元八代歯科医師会会長の ｢開会の辞｣ で

始まった｡ 古賀明 (８回生) 前熊本市歯科医

師会会長が主催者を代表して､ 歓迎のユーモ

ア溢れるご挨拶があり､ ｢お祝辞｣ を福岡歯

科大学同窓会宮口つよし会長､ 八代歯科医師

会中川純一会長､ 熊本市議会下川寛議員､ 愛

知学院大學歯学部同窓会大分県三浦隆司支部

長､ 熊本大学医学部篠原正徳教授より心温ま

るお言葉を頂き有難うございました｡ 大島慶

久元参議院議員の乾杯のご発声で開宴となり､

乾いた喉にビールを一気に注ぎ込みました｡

和やかな雰囲気で､ テーブルごとに談笑､ 談

話の環が咲き乱れ､ 友枝和夫会員の ｢カナフ・

オールディーズ｣ のハワイアンバンドが心地

よいリズム奏でまして祝宴が進み､ 全員で

“上を向いて歩こう”を合唱し､ 県歯渡辺賢

治専務理事の ｢万歳三唱｣､ 松本一之 (６回

生) のご出席の皆様への御礼､ ご多幸を祈り､

愛歯会への更なるご指導､ ご鞭撻をお願いし

ての ｢閉会の辞｣ で幕を閉じ､ 全員でご出席

の皆様をお見送りして終了いたしました｡

(熊本支部 八木 俊晃 (33回生))

８月27日 (土) 午後６時30分よりホテル日

航熊本５階 ｢阿蘇｣ の間において､ ｢愛知学

院大學歯学部同窓会熊本県支部創立35周年記

念式典｣ が､ 179名のご出席者のもと盛大に

開催された｡ ３月11日の東日本大震災の被災

者に黙祷を捧げ､ 上田博 (９回生) の ｢開会

の辞｣ で始まった｡ 支部長菅原洋 (５回生)

が､ ｢多数のご来賓､ 諸先輩､ ご同輩､ ご後

輩､ からの長きに渡る暖かいご教尊､ ご鞭撻

に対して心からのお礼､ 感謝を申し上げます｡

母校､ 愛知学院大學および歯学部の歴史と現

在までを振返りますと､ 熊本支部は1977年

(昭和52年) に同窓４名で発足し今は12名の

同窓で､ その間､ 県歯科医師会､ 歯科医師連

盟､ 歯科医師国保等の役員にご登用いただき､

職務をまっとうし､ 熊本市歯科医師会､ 八代

歯科医師会､ の両会長職にご推挙を賜り会長

として責任を果たせた事にお礼を申し上げま

す｡ 最後によりよい歯科界の実現の為に私ど

も微力でありますが全力を注ぐ事をお誓いし､

一層のご指導､ ご鞭撻をお願いします｣ と熊

本県支部創立35周年記念式典の式辞を述べた｡

｢祝辞｣ に移り本部同窓会より､ 井上峰雄同

窓会会長､ 大學より中村洋教授､ ご来賓を代

表して､ 熊本市幸山政史市長､ 熊本県歯科医

師会浦田健二会長､ 熊本県議会藤川隆夫議員､

東京歯科大学同窓会緒方進熊本県支部長等よ

りご丁寧なご祝辞を賜りました｡ ｢熊本支部

式辞を述べられる菅原支部長
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【第１回熊本県歯科医師会郡市対抗親睦ボウリング大会開催】

本会会員の健康増進ならびに会員相互の親睦を深めることを目的とした､ 第１回熊本
県歯科医師会郡市対抗親睦ボウリング大会が９月10日 (土曜) 午後５時よりマスターズ
ボウル熊本 (旧交通センターボウル) において､ 県歯ボウリング部の皆さんと県歯役員
の企画・運営により開催されました｡
県歯会員41名と県歯会事務局の澤田事務局長と入枝順子さんの合計43名の参加があり､ 競技は一人
２ゲームを投球し､ 個人戦と団体戦 (郡市対抗) で争われました｡
個人戦の優勝者は深浦武志会員 (荒尾市)､ 準優勝が井尾治雄会員 (熊本市)､ 三位が犬束美尚会員
(玉名郡市)､ 団体戦は下益城・八代・人吉の連合チームが優勝､ 荒尾・山鹿・菊池の連合チームが準
優勝となりました｡ また最多ストライク賞に犬束会員､ 最多ガーター賞に入枝さんが輝き､ 珍プレー
ありファインプレーありの大変楽しいボウリング大会となりました｡ 終了後は居酒屋 ｢五右衛門｣ に
おいて懇親会を開催し更に楽しい親睦の時間となりました｡

協賛賞品もたくさん集まりました｡ 県歯会より浦田会長､ 小島副会長､ 中嶋副会長､
渡辺専務､ 澤田事務局長から､ ボウリング部より井尾会員､ 春野会員､ 菊竹会員､ 宮
井会員から､ その他ではKAWARYO九州､ ニュースカイホテル､ ホテル日航から豪
華な賞品が提供され､ 大いに盛り上がりました｡

総勢43名の参加者で開会式 勇会員の元気な選手宣誓 優勝は200アップの深浦武志会員

順 位 氏 名 G1 G2 スコア計 ハンデ 総得点

優 勝 深浦 武志 222 179 401 0 401

準優勝 井尾 治雄 154 210 364 -30 334

3 犬束 美尚 154 170 324 10 334

4 渡辺 賢治 166 153 319 12 331

5 永松 聖隆 159 167 326 2 328

6 宮� 修一 147 179 326 0 326

7 川瀬 博美 144 173 317 0 317

8 上原 凡由 139 163 302 12 314

9 加藤 久雄 139 163 302 2 304

10 奥田 良樹 124 149 273 30 303

11 宮井 祐 146 182 328 -30 298

12 井手尾寛志 173 153 326 -30 296

13 乕谷 真 125 166 291 0 291

14 岩田 浩志 181 108 289 2 291

15 清村 龍朗 115 165 280 10 290

16 竹下 憲治 147 137 284 2 286

17 安光 千昭 153 132 285 0 285

18 西銘 達生 159 149 308 -30 278

19 小林 聡 146 132 278 0 278

20 古川 猛士 130 126 256 16 272

21 �� 稔 131 122 253 16 269

22 島崎 清 118 123 241 24 265

順 位 氏 名 G1 G2 スコア計 ハンデ 総得点

23 菊竹 茂人 148 143 291 -30 261

24 山本 浩喜 120 141 261 0 261

25 勇 雅大 131 127 258 0 258

26 荒木 靖 85 156 241 16 257

27 池嶋 由希 102 95 197 60 257

28 林 秀樹 131 115 246 10 256

29 八木 義博 117 136 253 2 255

30 武藤 健史 133 110 243 8 251

31 田上 大輔 127 100 227 10 237

32 安田 光則 107 111 218 18 236

33 春野 惟一 132 111 243 -10 233

34 田畑 祐亮 100 131 231 2 233

35 豊福 士文 96 127 223 6 229

36 大森 秀則 114 99 213 12 225

37 澤田 雅治 88 127 215 8 223

38 市原 誓志 85 116 201 16 217

39 佐々木立命 113 101 214 0 214

40 入枝 順子 63 63 126 60 186

41 岩本 將嗣 74 109 183 2 185

42 温 永智 69 98 167 10 177

43 牛島 隆 83 85 168 0 168
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①今もっとも関心のあることは何ですか｡
②自分が希望する歯科診療とはどのような
ものですか｡
③他の歯科医院にはない自分の医院の特色
を教えてください｡
④今後の抱負は何ですか｡

一一 般般 会会 員員
福田 聖一
(フクダ セイイチ)

玉名郡和水町
江田149-5

福田歯科医院

①子供だけでなく大人
も含めた食育
②患者さん一人一人に合ったオーダーメ
イドの診療を行うことによって､ 皆様
の幸せな生活のお手伝いをさせていた
だくこと｡
③MI (Minimal Inter Vention) 治療の考
えで､ ｢できるだけ削らない､ 神経を
取らない､ 抜かない｣ を可能な限り行っ
ています｡
④日々医療は進歩するものです｡
常に学ぶ気持ちを持って､ 地域の皆様
にベストな治療を提供したいです｡

� �
謹んでご冥福をお祈り申し上げます｡

工藤 昭臣 先生
平成23年９月４日 ご逝去 77歳�郡 市 名：熊本市�入会年月日：昭和37年５月１日

一一 般般 会会 員員
前澤 浩
(マエザワ ヒロシ)

菊池市隈府434
小山歯科医院

①特になし
②特になし

③特になし
④特になし
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会 務 報 告 自 平成23年８月26日
至 平成23年９月18日

所管 日付 摘要 出席

総 務

８月21日
学院同窓会定例総会懇親会 (交通センターホテル) 小島副会長

市民公開セミナー ｢医療と消費税｣ (東京・日比谷公会堂) 前野会員

23日

第６回理事会

(１) 新入会員の承認 (２) 平成23年度臨時代議員会の会務報告

(３) 平成23年度特別会計熊本歯科衛生士専門学院会計収入支出補正予算 (案) ほか

浦田会長他中嶋副会長を除く全役員､

伊藤学院長､ 久々山代議員会議長､

荒木代議員会副議長

24日
第２回熊本空港緊急計画連絡協議会 (くまもとエミナース) 澤田事務局長

県医療・保健・福祉団体協議会第２回企画委員会 (県医師会館) 小島副会長

25日
九州厚生局長新任挨拶のため来館 小島副会長

中規模県歯科医師会連合会会議 (アルカディア市ヶ谷) 浦田会長

26日
第112回都道府県会長会議 (日歯会館) 浦田会長

第１回県病院歯科検討会 (熊本テルサ) 宮坂副会長

27日 愛知学院大学歯学部同窓会熊本支部設立35周年記念祝賀会 (ホテル日航熊本)
浦田会長､ 小島副会長､ 渡辺専務理

事､ 澤田事務局長

30日
ねんりんピック2011健康フェア・相談コーナー関係者説明会 (グランメッセ熊本) 職員１名

県救急医療連絡協議会 (県医師会館) 牛島理事

９月２日 月次監査 ８月末現況監査 片山・西野監事

３日 タウンミーティング (八代､ 水俣・芦北郡市) (八代市医師会館)
浦田会長､ 渡辺専務理事､ 勇常務理

事､ 冨屋理事

４日
県総合防災訓練 (緑川ダム)

宇土郡市１名､ 上益城郡４名､ 下益城郡５名参加
小島・宮坂副会長

５日 故工藤昭臣会員 (熊本市) 告別式弔辞奉呈 (熊本市) 浦田会長

６日

第11回常務理事会

(１) 新入会員の承認 (２) 臨時代議員会・総会への対応

(３) 臨時代議員会の質問事項 ほか

浦田会長他常務理事以上全役員､ 牛

島理事

８日

第169回日歯代議員会 (１日目) (日歯会館) 浦田会長､ 小島副会長

第３回県社会福祉審議会身体障害者福祉専門分科会審査部会 (県庁) 中嶋副会長

県健康づくり推進課との打ち合わせ

(１) 平成23年度県委託事業

宮坂副会長､ 八木常務理事､ 田上・

松本理事

９日
第169回日歯代議員会 (２日目) (日歯会館) 浦田会長､ 小島副会長

第123回日歯通常総会 (日歯会館) 浦田会長､ 小島副会長

10日 日本警察医会総会・意見交換会 (ホテル日航) 浦田会長

14日 庶務打合せ
小島副会長､ 渡辺専務理事､ 八木常

務理事､ 牛島理事

16日 県総合防災訓練に係る意見交換会 (くまもと県民交流館パレア) 澤田事務局長

17日

臨時代議員会

【議事】第１号～第５号議案

【協議】 (１) 定款変更に伴う総会制・代議員会制の選択 (２) 時局対策 (３) その他

久々山議長､ 荒木副議長他全議員､

浦田会長他全役員､ 伊藤学院長

臨時総会

【議事】第１号～第４号議案

【協議】 (１) 時局対策 (２) その他

久々山議長､ 荒木副議長､ 浦田会長

他全役員､ 伊藤学院長

20日

第12回常務理事会

(１) 新入会員の承認 (２) 大久保満男日歯会長特別講演

(３) 各委員会平成24年度事業・予算立案に伴う助言 ほか

浦田会長他常務理事以上全役員､ 牛

島理事
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所管 日付 摘要 出席

総 務 22日 タウンミーティング (球磨郡) (人吉市・鍋屋旅館) 浦田会長､ 渡辺専務理事

総 務 24日 八代歯会総会懇親会 (八代市) 浦田会長､ 八木常務理事

学 術

９月２日
学術委員会

(１) ９月25日総義歯講演会 (２) 九州各県医療管理担当者会議
椿理事､ 添島委員長他６委員

25日
総義歯製作講演会

受講者：209名 講師： (大分県開業) 河原英雄先生

浦田会長､ 小島副会長､ 椿理事他６

委員

社会保険

８月19日 ニューフェイス社会保険研修会打合せ 中嶋副会長､ 清水副委員長他１委員

27日
ニューフェイス社会保険研修会

参加者56名

浦田会長､ 勇常務理事､ 前田理事､

田中委員長他８委員

30日
社会保険個別相談会 (南阿蘇村)

相談者：１名
隈井委員

９月３日

社会保険委員会

(１) 会員向け発行物 (２) 個別指導立会い・個別相談会

(３) 九州各県社保担当者会 ほか

前田理事､ 田中委員長他８委員

10日
社会保険個別相談会

相談者：１名
前田理事､ 田中委員長他１委員

22日
社会保険個別相談会 (菊陽町)

相談者：１名
田中委員長他１委員

24日

社会保険個別相談会

相談者：５名
前田理事､ 田中委員長他７委員

社会保険委員会

(１) 会員向け発行物 (２) 個別指導立会い・個別相談会

(３) シニア倶楽部社保研修会 ほか

中嶋副会長､ 勇常務理事､ 前田理事､

田中委員長他全委員

地域保健

８月20日 各郡市地域保健担当者会
渡辺専務理事､ 田上・大林理事､ 川

瀬委員長他４委員

29日 第１回笑顔ヘルＣキャンペーン打合せ 宮坂副会長､ 田上・加藤理事

９月12日
青山製作所熊本工場事業所健診 (高森町)

受診者：５名

17日
子育てすくすくこども博2011歯科相談 (至18日) (グランメッセ熊本)

相談者数：105名
川瀬委員長他５委員

20日

青山製作所熊本工場事業所健診 (高森町)

受診者：５名

｢熊本さわやか大学校｣ 八代校講演 (やつしろハーモニーホール) 鶴田善久会員

21日

地域保健委員会

(１) 九州口腔衛生学会 (２) 子育てイベントの反省

(３) ねんりんピック健康フェア ほか

田上理事､ 川瀬委員長他全委員

広 報

８月24日
広報小委員会

(１) 会報９月号・第１回校正
加藤理事､ 佐藤委員長他３委員

25日
テレメッセ打合せ

(１) ９月８日 (木) 放送分
加藤理事

31日
広報小委員会

(１) 会報９月号・第２回校正
加藤理事､ 佐藤委員長他１委員

９月２日
テレメッセ打合せ

(１) ９月８日 (木) 放送分
加藤理事
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所管 日付 摘要 出席

広 報

７日
テレメッセ打合せ

(１) ９月８日 (木) 放送分
加藤理事

８日 ＮＨＫテレメッセ出演 (ＮＨＫ熊本) 加藤理事

15日
広報委員会

(１) 会報10月号・編集
加藤理事､ 佐藤委員長他全委員

17日 臨時代議員会取材 佐藤委員長､ 永廣委員

22日
広報小委員会

(１) 会報10月号・第１回校正
加藤理事､ 佐藤委員長他３委員

学校歯科

８月20日
学校歯科委員会

フッ素勉強会

渡辺専務理事､ 大林理事､ 河原委員

長他全委員

21日 県学校保健研究協議大会 (菊池市文化会館) 大林理事､ 河原委員長他１委員

15日 県ＰＴＡ災害見舞金安全会判定審査委員会 (県総合福祉センター) 西野監事

医療対策

８月19日

医療対策委員会

(１) 事例報告検討 (２) 九州各県歯科医療安全対策担当者会

(３) 熊大口腔外科連絡協議会 ほか

冨屋理事､ 岡田委員長他６委員

９月９日 山鹿市医療安全管理対策研修会 (山鹿市歯会事務所) 温委員

12日
医療対策小委員会

(１) 医療面談 (２) 難事例の対処および検討
冨屋理事､ 岡田委員長他２委員

21日

医療対策委員会

(１) 事例報告検討 (２) 九州各県医療管理担当者会

(３) 九州各県歯科医療安全管理担当者会 ほか

冨屋理事､ 岡田委員長他全委員

センター･介護

８月20日
障がい児 (者) 歯科口腔ケア地域リーダー育成事業歯科健診打合せ (身体障害者療護施設

けやきホーム) (人吉)
松本理事､ 今藤委員

30日

障がい児 (者) 歯科口腔ケア地域リーダー育成事業歯科健診打合せ

９／10・９／24歯科健診についての打合せ
松本理事

口腔保健センターカルテ・会計チェック (口腔保健センター) 五島委員

９月２日

センター・介護委員会

(１) 障がい児 (者) 歯科口腔ケア地域リーダー育成事業歯科健診

(２) 九州口腔衛生学会 (３) 県介護支援専門員更新研修

松本理事､ 平井委員長他全委員

６日
口腔保健センター打合せ

日本財団への助成金申請見積
松本理事

10日
障がい児 (者) 歯科口腔ケア地域リーダー育成事業歯科健診 (障がい者支援施設けやき)

(人吉市)

松本理事､ 堀尾副委員長他２委員､

歯科医師１名､ 歯科衛生士７名

15日

県介護支援専門員更新研修 (ＫＫＲホテル熊本) 平井委員長

センター・介護委員会

(１) 九州口腔衛生学会 (２) 介護者歯科実技研修会

松岡常務理事､ 松本理事､ 平井委員

長他４委員

20日
障がい児 (者) 歯科口腔ケア地域リーダー育成事業歯科健診打合せ (ステップバイステッ

プ) (天草市)

松本理事､ 青砥委員､ 小田・松田会

員

22日 介護者歯科実技研修会事業打合せ 松岡常務理事､ 松本理事

23日 県介護支援専門員更新研修 (熊本交通センターホテル) 松本理事

24日
障がい児 (者) 歯科口腔ケア地域リーダー育成事業歯科健診 (ステップバイステップ) (天

草市)
松本理事､ 青砥委員

総務･厚生
８月20日 宇土郡市健康診断 (宇土市保健センター) 中野貴夫会員

25日 山鹿市健康診断 (鹿本郡市医師会館) 原信太郎会員
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所管 日付 摘要 出席

総務･厚生

27日
阿蘇郡市健康診断 (阿蘇郡市医師会館) 安光千昭会員

水俣・芦北郡市健康診断 (つなぎ文化センター) 鬼塚友文会員

31日
総務・厚生委員会

(１) 健康診断 (２) 奥様医業経営塾 (３) 代診派遣制度 ほか
牛島理事､ 池嶋委員長他全委員

９月３日
天草郡市健康診断 (天草地域健診センター) 松本信久会員

人吉市健康診断 (人吉市東西コミュニティセンター) 花田雅弘会員

５日 熊本市・上益城郡健康診断 成瀬公彦会員

総務･厚生

６日 熊本市・上益城郡健康診断 嶋田英敏会員

７日 熊本市・上益城郡健康診断 神�理子会員
８日 熊本市・上益城郡健康診断 長忍会員

９日 熊本市・上益城郡健康診断 松田惠会員

14日 熊本市・上益城郡健康診断 前田邦治会員

15日 熊本市・上益城郡健康診断 秋山清会員

22日 玉名郡市健康診断 (玉名市民会館) 福富義一会員

23日 天草郡市健康診断 (天草地域健診センター) 松本信久会員

学 院

８月20日
第３回学院体験入学

参加者：41名

21日 学院同窓会定例総会 (交通センターホテル) 伊藤学院長他２役員

27日 愛知学院大学歯学部同窓会熊本支部設立35周年記念祝賀会 (熊本市) 伊藤学院長

９月１日 第１回学院関連学科目担当講師打合会 伊藤学院長他１役員､ 講師５名

３日
第４回学院体験入学

参加者：22名

６日 隣家との境界の確認 (学院敷地) 伊藤学院長､ 八木常務理事他職員

８日 第２回学院関連学科目担当講師打合会 伊藤学院長他２役員､ 講師７名

10日 全国歯科衛生士教育協議会九州地区会 (大分市) 伊藤学院長他２名

14日
学院解剖学特別講演

講師：福岡歯科大学 沢禎彦教授
伊藤学院長

国保組合
８月20日

九歯連役員会 (宮崎観光ホテル) 浦田理事長

全協九州支部総会 (宮崎観光ホテル) 浦田理事長､ 桑田常務理事他１名

全協九州支部役職員研修会 (宮崎観光ホテル) 浦田理事長､ 桑田常務理事他１名

９月８日 全協職員研修会 (東京・ＪＡ共済ビルカンファレンンスホール) 緒方書記

事 業 課 ９月15日
第１回奥様医業経営塾 (第１講)

受講者：８名
牛島理事






